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今
いま

井
い

慶
けい

一
いち

郎
ろう

Q　

事
業
の
延
伸
で
、
世
間
の
モ
ノ
の
見

方
・
考
え
方
も
様
変
し
て
い
る
。
例
え
ば

「
七
ツ
梅
」や
レ
ン
ガ
建
造
物
、
渋
沢
栄
一

の
歴
史
に
繋
が
る
物
品
等
、
私
的
所
有
の

歴
史
的
な
モ
ノ
が
移
転
に
伴
い
無
く
な
っ

て
し
ま
う
が
、
こ
れ
ら
を
行
政
・
市
民
・

企
業
と
協
議
の
上
、
価
値
の
見
直
し
や
保

存
へ
の
取
組
等
丁
寧
な
対
応
を
行
う
こ
と

が
、
世
情
に
沿
っ
た
本
事
業
の
取
組
だ
と

思
う
が
。

A　

区
域
内
に
は
、
市
の
指
定
文
化
財
で

あ
る「
深
谷
本
陣
遺
構
」を
は
じ
め
、
明
治
、

大
正
時
代
に
建
築
さ
れ
た
、
レ
ン
ガ
造
り

の
建
物
等
に
つ
い
て
は
、
関
係
部
署
と
も

情
報
を
共
有
し
な
が
ら
、
権
利
者
の
意
向

に
沿
っ
て
慎
重
に
進
め
て
い
る
。

Q　

ス
ム
ー
ス
な
事
業
の
遂
行
に
向
け
て
、

組
合
に
準
ず
る
組
織
つ
く
り
や
民
間
不
動

産
業
者
へ
の
移
転
交
渉
の
委
託
等
が
必
要

で
は
な
い
か
。

A　

以
前
は
、
権
利
者
に
対
し
て
地
域
に

精
通
し
た
市
職
員
Ｏ
Ｂ
を
活
用
し
て
、
職

員
と
随
行
し
て
移
転
交
渉
を
行
っ
て
い
た
。

今
後
も
職
員
対
応
に
よ
る
移
転
交
渉
を
行

っ
て
い
く
が
、
コ
ン
サ
ル
等
Ｏ
Ｂ
の
採
用

や
、
コ
ン
サ
ル
ヘ
の
委
託
な
ど
の
民
間
の

活
用
を
含
め
、
さ
ら
な
る
事
業
の
推
進
を

図
る
こ
と
が
で
き
る
取
組
に
つ
い
て
、
調

査
研
究
す
る
。

市
の
指
定
文
化
財
「
深
谷
本
陣
」
等
の
対
応
は
慎
重
に
行
う

中
央
土
地
区
画
整
理
事
業
で
世
情
に
見
合
っ
た
取
組
を
望
む

田
た

島
じま

秀
ひで

興
おき

５
年
間
で
１
０
９
事
業
者
か
ら
80
事
業
者
に
、
年
々
減
少

市
内
の
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
の
数
の
推
移
は
い
か
が
か

Q　

施
政
方
針
で
は
、
安
心
・
安
全
の
ま

ち
づ
く
り
が
第
一
と
表
明
し
た
。
具
体
的

施
策
は
ど
う
な
の
か
。

A　

地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
防
災

士
を
全
自
治
会
に
配
置
で
き
る
よ
う
、
養

成
機
関
の
認
定
を
市
が
受
け
て
講
座
や
試

験
を
実
施
し
て
、
資
格
取
得
者
の
拡
充
を

図
っ
て
い
く
。

Q　

防
犯
対
策
は
ど
う
な
の
か
。

A　

防
犯
カ
メ
ラ
等
を
購
入
設
置
し
た
高

齢
者
世
帯
に
対
し
、
実
支
出
額
の
2
分
の

1
、
上
限
1
万
ネ
ギ
ー
を
補
助
金
と
し
て

補
助
し
て
い
く
。

●
環
境
対
策
に
つ
い
て

Q　

ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
の
被
害
木

の
伐
採
の
補
助
制
度
に
つ
い
て
。

A　

対
象
者
は
市
内
の
土
地
に
あ
る
被
害

木
を
所
有
、
又
は
管
理
す
る
個
人
、
法
人

及
び
自
治
会
な
ど
の
団
体
で
、
費
用
の
2

分
の
1
で
5
万
円
が
上
限
と
な
っ
て
い
る
。

●
道
路
整
備
に
つ
い
て

Q　

未
改
良
区
間
の
道
路
整
備
は
ど
の
よ

う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

A　

自
治
会
要
望
の
道
路
に
関
し
て
は
今

ま
で
と
同
様
規
模
程
度
を
予
定
し
て
お
り

限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
少
し
で
も
多
く
の

要
望
に
応
え
て
ま
い
り
た
い
。

Q　

県
道
花
園
本
庄
線
に
つ
い
て
は
。

A　

県
道
62
号
（
深
谷
寄
居
線
）
北
の
武

蔵
野
工
区
バ
イ
パ
ス
区
間
で
は
今
年
度
地

質
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
現
道
の
拡
幅
区

間
の
工
事
進
捗
状
況
を
踏
ま
え
検
討
し
て

い
る
が
、
具
体
的
時
期
に
つ
い
て
は
、
ま

だ
わ
か
ら
な
い
と
県
か
ら
聞
い
て
い
る
。

富
とみ

田
た

　 勝
まさる

栄
一
翁
関
連
事
業
と
関
連
付
け
て
実
施
し
て
い
く

施
政
方
針
で
表
明
し
た
合
併
20
周
年
事
業
と
は

Q　

自
治
体
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
に
あ
た
っ

て
、
総
合
計
画
な
ど
複
数
の
計
画
を
連
動

さ
せ
て
い
る
が
、
ど
う
効
果
的
な
の
か
。

A　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
原
動
力
と
し
た
地
方
創

生
を
推
進
す
る
に
あ
た
り
、
第
2
次
深
谷

市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
で
は
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
17
の
ゴ
ー
ル
と
各
種
施
策
の
取
組

と
を
関
連
付
け
て
策
定
し
た
。
令
和
5
年
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
に
選
定
さ
れ
、
そ
の

際
策
定
し
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
計
画
で

は
、
後
期
基
本
計
画
の
主
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
に
資
す
る
取
組
」

と
位
置
づ
け
た
。
埼
玉
版
ス
ー
パ
ー
・
シ

テ
ィ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
総
合
計
画
と

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
計
画
と
整
合
し
た
深

谷
市
地
域
ま
ち
づ
く
り
計
画
を
策
定
し
、

そ
れ
ら
は
、
ど
れ
も
主
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
取
組
を
軸
と
し
た
も
の
で
、
各
計
画
の

進
捗
管
理
、
効
果
検
証
等
、
効
果
的
か
つ
、

よ
り
多
角
的
な
視
点
で
実
施
し
て
い
る
現

状
で
あ
る
。

Q　

渋
沢
栄
一
翁
の
理
念
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

関
係
性
は
わ
か
る
が
、
地
域
通
貨
ネ
ギ
ー

が
本
市
の
独
自
性
を
高
め
る
と
は
。

A　

地
域
通
貨
ネ
ギ
ー
を
利
用
し
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
自
律
的
好
循
環
を
図
る
仕
組
み
を

作
る
こ
と
が
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に

つ
な
が
る
。
す
で
に
実
施
の
ネ
ギ
ー
チ
ャ

レ
ン
ジ
や
ネ
ギ
ー
ウ
イ
ル
は
、
市
民
の
行

動
変
容
を
促
し
、
地
域
課
題
解
決
に
つ
な

げ
る
取
組
で
あ
る
。

Q　

ネ
ギ
ー
の
活
用
が
、
地
域
課
題
解
決

に
有
効
で
あ
る
こ
と
を
も
っ
と
市
民
へ
ア

ピ
ー
ル
し
、
活
用
策
を
探
っ
て
は
。

A　

ネ
ギ
ー
の
活
用
の
可
能
性
に
つ
い
て

さ
ら
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

五
ご

間
ま

くみ子
こ

本
市
の
特
色
を
生
か
し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
を
図
る

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
に
地
域
通
貨
ネ
ギ
ー
を
活
用
し
て
は

市民との対話が事業の早期完了に繋がります。

Q　

水
道
工
・
熟
練
工
の
減
少
に
つ
い
て
、

市
は
、
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

A　

国
や
建
設
業
界
の
動
向
を
見
な
が
ら
、

技
術
者
の
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
ら
れ
る

よ
う
、
水
道
事
業
全
体
の
問
題
と
し
て
捉

え
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
技
術
力
の
維
持
向
上
及
び
技
術
継

承
の
た
め
、
市
内
の
指
定
給
水
装
置
工
事

店
事
業
者
を
対
象
に
、
配
管
実
技
研
修
や

耐
震
管
技
術
講
習
会
を
開
催
し
て
い
る
。

Q　

水
道
事
業
で
は
、
Ａ
Ｉ
技
術
の
導
入

が
進
ん
で
き
て
い
る
が
、
本
市
で
は
Ａ
Ｉ

技
術
の
導
入
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

A　

令
和
7
年
度
か
ら
管
路
情
報
シ
ス
テ

ム
の
更
新
に
合
わ
せ
、
Ａ
Ｉ
技
術
を
活
用

し
た
管
路
診
断
な
ど
の
技
術
の
導
入
に
む

け
検
討
を
進
め
て
い
く
。

Q　

水
道
工
事
後
の
舗
装
が
大
き
く
下
が

っ
た
場
合
、
管
の
調
査
は
し
て
い
る
か
。

A　

漏
水
調
査
を
実
施
し
、
そ
の
調
査
を

ふ
ま
え
、
必
要
に
応
じ
て
試
験
堀
を
行
い
、

直
接
、
水
道
管
の
状
況
を
確
認
す
る
な
ど

し
て
必
要
な
対
策
を
講
じ
て
い
く
。

Q　

他
の
地
域
で
発
生
し
た
大
規
模
災
害

で
の
1
1
9
番
通
報
の
状
況
や
消
火
活
動

に
お
け
る
障
害
に
つ
い
て
伺
う
。

A　

能
登
半
島
地
震
で
は
、
1
1
9
番
通

報
が
多
数
入
電
し
、
半
数
ほ
ど
し
か
対
応

で
き
な
い
状
況
と
な
っ
た
ほ
か
、
断
水
や

建
物
倒
壊
に
よ
り
、
消
火
栓
や
防
火
水
槽

が
使
用
不
能
と
な
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
1
1
9
番
通
報

多
数
入
電
時
の
対
応
要
領
に
つ
い
て
の
調

査
研
究
や
消
防
水
利
の
確
保
が
困
難
な
場

合
に
備
え
た
各
種
訓
練
を
実
施
し
、
消
防

活
動
が
迅
速
に
行
え
る
よ
う
努
め
て
い
る
。


